
◆住みたくなる街なかをつくりたい 

便利な街なかをつくりたい・・・ 

【取組み課題】 

 

 

 
 
 
【取組みの目的】 

 

名 称 仙石線多賀城地区連続立体交差事業 

場 所 宮城県多賀城市ＪＲ仙石線多賀城駅周辺地区 

取組みの 

背景 

○多賀城市を南北に連絡する道路網は、ＪＲ仙石線の踏切での交通渋滞が著しく、特に多賀

城駅周辺地区では、仙石線が市街地の分断要素となっており、中心市街地の形成上の問

題となっていた。 

○多賀城駅周辺地区の鉄道を連続立体交差化することにより南北地域を一体化し、中心市

街地の形成を図ることに取り組んでいる。 

取組みの 

概要 

○ＪＲ仙石線多賀城駅周辺の連続立体交差化事業は、事業区間 1.78km、交差道路踏切除去

４箇所、新設交差道路５箇所の整備計画で事業が推進されている。 

 

 

活用制度・

事業 

○街路事業（踏切対策：連続立体交差事業） 

施行者：宮城県 

事業期間：平成 16 年度～23 年度 

総事業費：約 128 億円 

取組みの 

効果 

○多賀城駅周辺の踏切が連続立体交差となることで、中心市街地の道路交通円滑化と活性

化が図られる。 

○踏切遮断がなくなり、交通が円滑化されるとともに、南北地域の一体化した市街地の形成

につながるため、住み良く、利用しやすい多賀城駅周辺地区の実現に大きく貢献する。 

○平成 21 年 11 月 29 日より上り線が高架線での運行を始め、志引、東田中、学校前の踏切

において、ピーク時間帯で踏み切り遮断時間が概ね 30％～70％に短縮された。 

 

出典：多賀城市ホームページ 

街なかでは、土地利用が商業･業務機能に特化して進められ、必ずしも住環境として快適なものではない

状況が見受けられる。街なかに住み続け、そして新たな居住者の転入を促すためには、良質な居住環境の

整備と住宅の形成を行っていくことが必要。 

【宮城県多賀城市】 

⇒上記の課題に対し、多賀城市では街路事業（踏切対策：連続立体交差事業）により、多賀城駅周辺地区に

おける道路交通の円滑化と、住み良い環境づくりに取組んでいる。 

問い合わせ先：宮城県土木部都市計画課都市整備班 【TEL】022－211－3134


